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１ ── はじめに
句集『袖塚集』（跋は天保10（1830）年冬　大屋志由）は、俳人田中月歩（実名田中昌之進、
慶名、東昌、幼名出来蔵、友蔵、俳号ははじめ草蘿、月歩、のち再児、1763-1838）の一周忌の法
要に友人弟子たちが編集し木版で出版した句集である。月歩と同門で高桑闌更に師事した
兄弟子格の桜井梅室が序文を寄せているが、直接には春岱（不詳）による代筆と断りがあ
る。梅室は、茶三（坂下に住む月歩門人、五十嵐清兵衛）から月歩の訃報を聞いたとのべてお
り、会津地方の俳諧ネットワークが京都の俳壇と緊密な交流を持っていたことが伝わる。
底本は、先に検討した『継声館日記』と同じく福島県大沼郡美里町（旧会津高田町）の田中
文庫に所蔵されている１）。
俳諧に暗い筆者があえて『袖塚集』の検討を意図したのは、郷学教授としての田中家の
学問が、他方では全国的な俳諧ネットワークとつながる性格と空間とを有していることへ
の驚きからだった。
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〈研究ノート〉田中月歩と『袖塚集』について
近世会津地方の郷学師と地域文化
太田素子 Ohta Motoko
【Summary】Tanaka Geppo had many acquaintances in Kyoto, Edo, Nihonmatsu, Motomiya, Sendai
and Shinshu. At that time, the Haikai Poem Movement was very conscious of expanding colleagues
and was spreading in beyond strats. Geppo was a master of Confucianism on one side and an able poet
on the other side, and enthusiastic about expression and communication in Japanese.
The knowledges of the Chinese classics and the expression in Japanese were separated, however,
intellectuals in cities adapted to both culture as double-sword fencing. It formed a double structure of
"Public " education by a lord and civic own expression.
1 ── はじめに
2 ── 田中家史料と漂白の知識人、田中月歩
3 ── 月歩の他国浪々、その背景について
4 ──『袖塚集』のなかの俳諧をめぐる人間関係
5 ──『袖塚集』に描かれた月歩の末期とその人生
6 ── 纏めとのこされた課題
先に検討したように『継声館日記』に
記された郷学「継声館」の教育活動は、
厳格かつ精力的なものだった。8 歳から14、
5歳の生徒たちは、「空読」「記誦文字書
出」「読書」という三つの方法で試験を
受けていた。「空読」つまり暗唱の試験
では、一人ひとりの門人がこの 1 年間の
間に手本を何冊何枚暗唱したか，暗唱に
際して言えなかった句章はいくつあった
か、年間の登校日数とともに緻密に書き
だしている。
彼らは 1 年間に10冊から25冊の手本を
暗唱していた。25冊でたった 2 つしか失
敗がなかったとか、20冊暗唱して失敗は
5 つとか、極めて記憶力のよい門人もい
たかと思えば、14冊で18失敗があったと
か、23冊読んだが、30カ所忘れたなど，
生徒の個性や記憶力には大きな個人差が
あった。
また「記誦文字書出」という、暗唱し
たことばを文字に書き出す試験は暗唱よりずっと難しく、「不当字」は少ない門人で書き出
した字全体の 2 − 3 ％、多い門人では25％をこえる間違い字を書き連ねていた。教師は一千
字近い文字数を数え，成績をいちいち書き残す精力的な教育活動をおこなっていたのであ
る。さらに読書、とくに音読の最終的なねらいは、初見の白文でも音読できるような、漢
字とことばの理解をめざした教育活動だった。門人たちは、まずは暗唱から手本に親しみ、
次第に暗記した章句を文字に書き出すことができるような、漢字と章句に関する知識を獲
得し、最終的には初見の文書も音読，解読できる力が求められていた。
俳人田中月歩は、寛政 2 （1790）年、23歳のとき藩から郷学の師範を命ぜられ、「継声館」
の名称もその際に藩から与えられて郷学教育に従事した儒者、郷学師範２）でもあった。『継
声館日記』に記されたその生真面目な学問教育の様子と、どこか自由闊達な自己表現を予
感させる俳諧の世界とが、月歩や彼の息子田中重好（俳号世羅）の中でどのような関係と位
置づけを持つのか、近世の地域文化を考える上で興味深い事例の一つだと考えたのである。
文学研究としてではなく、在郷商人の学問観、教養観をさぐるという視座から研究したい。
116
田中月歩と『袖塚集』について◎太田素子
田中文庫
『袖塚集』表紙
2 ── 田中家史料と漂白の知識人、田中月歩
田中文庫は、天和年間から高田組の郷頭をつとめた田中家の文書を保存した文庫で、現
在は田中家出身の医師故天野譲氏夫人が管理している。田中家は天和元年高田組郷頭坂田
五郎兵衛にかわって郷頭をつとめるようになったので、田中文庫には『寛文五年高田組二
十箇村土地帳』（1665年）『貞享二年高田組二十二箇村地下萬定書上帳』（1685年）などの貴
重史料が遺されている。
特に地域文化を考えるうえで貴重なのは、田中家代々の家主が書いた日記である。すで
に言及したことがあるので簡潔にふれると、まず17世紀田中家の日常生活を伝える田中重
久（家系図では28代、宝永 6（1709）年まで27年間郷頭勤務）の漢文日記『重久日記』（美濃半
紙82枚）、次いで田中種富（家系図によると31代、享保 7（1722）年出生、寛政 7（1795）年74歳
没。寛延 2（1749）年郷頭着任）が記した『萬覚日記』（美濃半紙132枚）、さらに幕末の家主、
重好（天明 8 （1788）年12月─安政 7（1860）年 4 月26日73歳歿。通称太郎左衛門、幼名源一郎、
号博山）が会津諏訪暦の余白に細字で書き込んだ通称『重好日記』（文政11（1828）年〜元治
2（1865）年まで35冊中32冊文政13（1830）〜万延 2（1861）年が日記）などがある。また、重
好が大沼郡富岡住杉原政善『政善日記』上中下 3 巻（寛文10（1670）年〜元禄 5（1692）年）
を抜粋して筆写した日記も、17世紀会津地方の風俗を伝える貴重な記録である。
筆者は当初、この田中文庫に遺されている『継声館日記』を田中慶名、つまり月歩の書
き記した学校日記だと考えて分析の対象とした。なぜなら、寛政 2（1790）年に、当時23歳
の慶名が藩から郷学の師範を命ぜられたことは記録が遺されていて、慶名にはそれ以外の
家政日記も郷頭としての公用日記も無かったからである。慶名の父親種富も息子重好も膨
大な日記をつけており、若くして民間から郷学師範に任用されるような秀才が何も記録を
残さないことはないと考え、学校日記が彼の重視した記録かと推察したのだ。しかし、す
でに別の論考で検討したように、学校日記も彼の遺した日記では無かった３）。俳人田中月
歩は、旺盛に記録を残した地方知識人の家系にあって、何も記録を残さなかった謎の多い
人物だった。
田中月歩について最も基本的な手がかりは、天保10（1839）年安積艮斎が作成した墓碑
銘である。艮斎は直接に月歩を知っていたわけではなく、紹介者は袖塚集を編集した二本
松の俳人大屋士由であった。この「東昌田中翁墓碑銘」（天保10年安積信述）は、『袖塚集』
にも付録として収録されている。
附録　　東昌田中翁墓碣銘
「天性忠厚學極博而恂恂若二無レ能者……東昌一大沼郡高田郷頭也系出レ自二敦實親王一所レ
謂宇多源氏者父諱種富　母川手氏翁英邁明敏髪甫燥即好二讀書一弱冠擧 為二郷學師一及レ
長經史百家之説莫レ不二淹貫一而於二物産之學一篤好焉寛政乙卯父没襲レ職未レ幾請二于　官一
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遊學數年文化丙寅以レ病告レ老復歴二遊四方一凢前後二十餘年足迹所レ及三十餘國交道益廣
聞見益博自二書畫醫方一以至二於茶儀瓶花鐵筆之屬一皆能通暁而尤精二於製物一新創奇闢徃
徃出二平賀鳩溪輩之右一大有……又學二俳歌於洛闌一號二草羅一其多藝如レ此是以遊踪所レ及
列矦重レ弊聘レ之然不レ欲二進仕一遂帰二老于梓郷一惟以二風月一自娯澹如也……所レ著訓蒙科
條聖學摘要及兵法秘訣等書悉藏二于家一門人千餘人散處二諸州一配二金子氏一生二一男一曰重
好亦好レ學克繼二其職一云……」
20数年を懸けて30余国を旅したという壮絶な人生を送り、かつ書画、医法、茶道、生花、
彫刻などにすぐれ、俳諧は京都の闌更に学んだこと、『訓蒙科條』『聖學摘要』『兵法秘訣』
という著作があり、千余人の門弟があったと記されている。また、特に物産之学に造詣が
深く諸処を徘徊すると官途に着くようにたびたび誘いを受けたが、とうとう漂白の身分を
捨てなかった云々という指摘もある。若くして町人ながら「師道」を命ぜられるほど優秀
な学徒だったが、寛政 7（1795）年33歳で郷頭を継ぎ、4 年後に病を得てからは、金子氏出
身の妻との間に生まれた嫡子重好に役務をまかせて、学問文化の世界に生きた隠棲の人で
あったということになる。
田中文庫に手稿が残されている「田中太郎左衛門重好勤書」には、寛政11（1799）年 8
月「親昌之進病気」「他邦湯治」のため「肩替勤被仰付」、享和元（1801）年 4 月から文化 3（1806）
年まで「親昌之進物産学問修業」諸国遍歴、重好郷頭代勤、さらに文化 3（1806）年「親病
気退役」というように、月歩が病気や学問修業のために旅に出ていて、その度に当時数え
12歳から10代後半だった重好が郷頭代勤を勤めた記述が続いている。文化 3（1806）年、い
よいよ重好が郷頭職を継いだときには、彼はまだ数え19歳になったばかりであった。
また『継声館日記』の著者も重好であることが、同じ史料の以下のような記述からわか
る。
文化四年卯十月より高田村幼学校御再興二罷成候節、師範二被仰付、束脩料一年三
分ツヽ被下置、毎朝素読一ヶ月十二会之臨講出席仕、凡而学校掛り之義私へ世話被仰
付、文政三年辰年、学校被相止候節迄、十四年相務候内、文化十四年丑三月、出精相務、
子弟教育宜行届候段、御称美被成下、米三俵被下置候事（「田中太郎左衛門重好勤書」）
田中重好は郷頭に就任した翌1807年から師範と学校掛りとを命ぜられ、文政 3（1820）年
に学校に対する藩の財政的な支援が中止される迄その任にあったという。『継声館日記』上
巻は、文化11（1814）年に書き起こされ、その際に文化 8（1811）年まで記録をたどって整
理されているから重好が書いたもので、下巻も主に重好が執筆したものであった。
そうして見ると、田中家の豊富な文書には種富以前と重好以降の史料ばかりで、慶名
（月歩）の史料が殆ど残っていないということになる。しかし本当に藩に対する届出の通り，
月歩は病弱で務めが果たせなかったのだろうか。病弱な人が20有余年の旅の生活に耐えら
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れるのだろうか。「病気」であったことが引退の直接の契機になった可能性は強いが、病気
以外にも公務を辞して在野の生き方を選んだ理由があったのではないか。そんな疑問を持
ちながら、田中月歩のその時期の略年表を作成してみた（表 1 ）。
3 ── 月歩の他国浪々、その背景について
月歩は12年の郷頭在職中少なくとも7年間は他邦に旅出しており、1799年以降は殆ど郷頭
としての存在感を失っていた。また、20年以上にわたり30以上の国々を旅したというのに、
旅日記や俳句が遺されていない。若年期既に著作も遺した人であり家には文書を保管する
習慣が有ったことを考えると、たいへん不自然だと考えた方が良い。高田町の町方の責任
者が一生の殆どを浪々して過ごすこととなった原因は何だったのだろうか。
表 1 の左欄は田中家の出来事であるが、右欄には藩の教学政策、俳諧運動の動向、親族
が関与した「奥会津漆蝋出入事件」などに関して田中家や月歩と関係のありそうな事実を
拾っておいた。すると、謎の多い月歩の足跡について、検討してみるべきいくつかの課題
が見えてきたように思う。
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月歩および田中家関連事項
1763 友蔵（のちの東昌、昌之進慶名1763-1838）
出生
1790 ｢寛政二戌年より高田村へ幼学校被仰付、
倅友蔵方へ師道被仰付候事｣
（「田中重久より四代目　田中太郎左衛
門種富勤書」）
1795 （寛政7年）、昌之進慶名郷頭（33歳）。
1799 （寛政11年8月）「親昌之進病気」「他邦湯
治」のため「肩替勤被仰付」田中重好郷
頭代勤（12歳）。
1801〜1806（享和元年4月〜文化3年）
｢親昌之進物産学問修業」諸国遍歴。
重好郷頭代勤（重好数え14歳〜19歳）。
1806 （文化3）、親病気退役。
重好郷頭（19歳）。
1807 （文化4）、重好高田村幼学校師範。
（「田中太郎左衛門重好勤書」による）
1814 （文化11）、『継声館日記』起
（文化8年迄遡って記述）
藩政および社会文化関連事項
1781 田中玄宰　藩政刷新と教育改革へ
1788 （天明8年）頃講所の司や師範、句読師の
任命が相次ぐ。
1790 （寛政2年10月）古屋昔陽会津招聘。
1799 （寛政11年5月）高桑闌更没。
1799 川島与五右衛門重英、南山御蔵入蝋漆改
方総取締就任（23歳）
享和の初め、遅月、水戸の寺々に来住し、
常陸各地に門人数百人（茨城県史）。
1811 （文化8）川島与五右衛門事件
大栗山新左衛門一揆計画、与五右衛門上
京、｢存寄十六ヶ条｣を幕府に提出。
1813 （文化10）「素読所令」改定
1814 （文化11年11月25日）重英牢内で打首
表 1　田中月歩　略年表
ひとつは、俳諧のネットワークの中で積極的に役割を担う必要を選択した可能性である。
月歩が初めて「他邦湯治」したのは、寛政11（1799）年 8 月であったが、その 5 月に俳
諧の師、高桑闌更が没している。やむにやまれぬ思いで、焼香の旅を思いついた可能性は
無いだろうか。また、「親昌之進物産学問修業」に 5 年間留守をした時期（1801年酉 4 月か
ら 5 年間）は、遅月（如日照空、遅月庵空阿）が、常陸各地の門人を組織した時期にあたり、
遅月の常陸各地における門人の数は数百人におよんだという４）。後述する様に未塵を介し
て月歩と遅月は互いの存在を意識する人間関係にある。俳諧への傾斜と、藩という公的な
世界の外での交友関係の形成が、彼の離陸を支えた可能性はないだろうか。
いま一つは、この時期の藩の教学政策との関係である。慶名が郷学師範を命ぜられた時
期の藩の教学は、天明の藩政改革を推進した田中玄宰が徂徠学の導入を図り、朱子学派と
軋轢の大きな時期であった。郷学教授をまかされた月歩田中東昌が、その後の藩の教学政
策の変化とどうつきあえたのかを検討しなければならない。
さらに、彼の身近な場所で起こった「漆蝋出入り事件」、これは郷頭を退隠してから数年
後になるが、その取締りから田中家と姉の嫁ぎ先である川島家を守るために、長期の浪々
という非常手段をとった可能性も否定できない。まず、その点に関して少し検討しておこ
う。
文化11年（1814）11月、会津高田町から 2 キロと離れていない遅沢村（尾岐村遅沢集落）
の漆蝋改方役人川島与五右衛門（重英、安永 5（1776）年出生、幼名与一郎）が牢内で打首に
なる事件が起こった。東尾岐村関根集落の不動堂「重英霊神」の石碑（文久 3（1863）年建
立）には、この碑が50年前の追善供養であることが記され、与五右衛門重英を供養したい
わゆる義民碑であることが分かる５）。
実は月歩にとって、打首になった与五右衛門は 3 歳年下の甥にあたる。与五右衛門重英
の父は川島与五右衛門恭重、母は田中種富娘多賀（17歳で結婚）、祖父は川島与五右衛門知
重。早世した父に代わって、寛政11（1799）年祖父から漆蝋改方役人を継いだ。
ところが藩の役人の不正が発覚し、文化 8（1811）年春、大栗山の新左衛門ら漆蝋農家が
一揆を計画した。地方役人として、与五右衛門は覚悟の上、3 月に上京、江戸で不正の究
明を求める嘆願書「十六箇条存寄」を提出した。不正を正すことは出来たが、帰藩した彼
は、藩から打首を命ぜられたのである６）。
与五右衛門は上京前から覚悟を決めて、箕作村名主馬場安左衛門に家族を託しており、
川島家の系図を書き出した上書には実子はないとされている７）。しかし、『継声館日記』上
巻には、文化11年（1814）年「書物手習入込」として「尾岐　川嶋雄蔵　与右衛門弟　二
十四歳」が記録されている。島の字が嶋となっており、与五右衛門でなく与右衛門なので、
尾岐に似た名前を持つ人が別にいた可能性も否定はできない。しかし、この「弟雄蔵」は
尾岐には帰らず下巻では高田町に住居を移している。さらに「弟　栄次郎」も記録されて
いるから永く田中家と交際し、高田町で川島家を存続させていったことが窺われる。事件
を予想し、以前から弟（月歩にとっては甥）を内弟子として預かっていた可能性もまた否定
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はできない。与五右衛門にとって田中家は母親多賀の実家で、父親が早世していただけに
郷校を営んでいた田中家で薫陶を受けたとしても不思議ではない。記録の失われている時
期に与五右衛門本人がここで学んだり、あるいは 3 歳年長の叔父の手伝いのために助教の
ような役割を勤めたとしても不思議はないのである。
こうしたいくつかの謎は、現段階では実証的に明らかにする手がかりを欠いている。し
かし、俳諧の世界の豊富な文書や藩の教学関係の史料などを手がかりに、時間を懸けて解
明してゆきたいと考える。
まずは、一周忌の追悼のための句集から、月歩の人生の足跡を浮かび上がらせてゆこう。
4 ──『袖塚集』のなかの俳諧をめぐる人間関係
梅室によると、月歩が上方を遊歴したおり伊賀の未塵（堀伊織）宅で月歩は梅室と親交を
得た。別れるとき、梢風尼が芭蕉につくってあげたという形見の衣の袖を月歩に贈った。
月歩はこの袖を会津に持ち帰り記念の塚を造りたいと考えていたが、名前が出ることを聞
き苦しいと考えたのか果たせず亡くなった。そこで同胞たちが月歩の小祥忌の孝養に塚を
建て句集を編むことになったのだという。その経過が、梅室による序文に述べられている。
古郷のにしきとひるかへし　且あかほとけとも崇めまつれるあまり一堆の塚にこめ
て、なかく世にくたすましき心かまへもあるよしなから、そも亦名聞ゝくるしとやお
もはれけん、終に　はたさすして、爰にいたりぬ、されは花落て実をむすふ、同盟の
ともから　雄々しくも力を合せ、そかこゝろさしを　継てあらたに塚をきつき、つい
て手向草の一集を作りて、先小祥忌の孝養に供ふる事とは成ぬ
（天保己亥秋　梅室識　　門人　春岱書）
「そも亦名聞ゝくるし」というのは、単に出しゃばることが嫌いなのか、隠居した身では
遠慮すべきと考えたのか、おそらく後者であろう。塚は当時、伊佐須美神社の傍ら、淡墨
桜の下陰に「祖翁袖塚」として建立されたが天保10（1839）年、のちに少し場所を移動し
ている。
また、この序文に続いて、袖を送ったおり書き送られた未塵から月歩への手紙がおさめ
られており、手紙の中で未塵は梢風尼と親交があり、翁が遺した品はすべて未塵が受け継
いだと説明している。また（秋田俳壇の）五明や三春の南鶴らの動向がこまごまと記され、
特に遅月（浪花の俳人で水戸に多くの弟子をもつ）の水戸往復など俳人たちの精力的な活動ぶ
りを伝えている。こうした手紙を見ると、俳諧が一つのムーブメントであって、同行の士
を増やし交流を深めることへの彼らの熱意が並大抵のことでないのに驚かされる。遅月や
五明、南鶴らの活躍が未塵にとっても月歩にとっても励ましになっているのだ。
句集は未塵の発句、「袖塚や　百しほ濡るゝ　はつ時雨　落月亭　未塵」
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これを受けて、再児（月歩の晩年の俳号）、士由（狼河原出身二本松で活動、月歩の印可を受
けた）、世羅（月歩の嫡男、田中重好）3 人の連句から編まれている。
袖塚や百しほぬるゝ初時雨　　　　　　　　　　　未塵
今に會津嶺高く雪降　　　　　　　　　　　　　　再児
髢きる烟草の葉撰面倒に　　　　　　　　　　　　士由
丹羽鳥下りて埃かひろかる　　　　　　　　　　　成羅　
名月の残りて朝からはしめけり　　　　　　　　　児　
手に掬ひ来て誉る新米　　　　　　　　　　　　　由　
鴈瘡にならうもしれす痒い臑　　　　　　　　　　羅
（24句略）
小猟かなくて魚もくはれす　　　　　　　　　　　児
札打の草臥ぬきに寐てくらし　　　　　　　　　　由　
今年へと張らぬ天井　　　　　　　　　　　　　 羅
袖塚を一しほぬらす花の雨　　　　　　　　　　　児
今に雪ある春の會津嶺　　　　　　　　　　　　　由
続けて、袍絮・双竹・士由の連句、他国の歌人の作品305首、薄墨櫻の賞美に続けて近し
い弟子、茶三・斗南・士由の句、さらに付録として月歩の墓碑銘全文、遺稿、訃報に接し
た弟子友人たちの追悼の句、直近に亡くなった親しい俳諧師たちの句や手紙などが収録さ
れている。
こうした構成の中から、月歩を取り巻く人々の関係の一端が明らかになる。まず月歩
（晩年は再児）の作品と、もっとも親しい後継者大屋士由、田中世羅（重好）の句をいくつ
か見ておこう。ここにおさめられた俳句の多くが連句なので、親しい人々と打ち解けた作
品作りの座興を楽しむ「場」に即した表現である。従って深い思索や内省を期待すること
はできないことと、前句をどう受けたかという関連で理解しなければならない。筆者は文
学研究者ではないので、ここでは作品論として検討するのではなく、月歩の価値観や生活
感覚を知ろうとする視野から注目できることに言及するに留まる。
まず月歩の作品については、情景描写のことばが平易ながら美しいこと（「今に會津嶺高
く雪降」「名月の残りて朝からはしめけり」など）、日常生活の中の情感の機微を捉えた表現が
注目されること（「いふ事かあるに逗留みしかくて」「咲ぬうち捜し疲れて花も見す」「月にまた屋
敷片気か残るなり」など）、さらに前句をウイットで受けた句の存在（「足もとを見てまけぬ椎
茸」「年にもよるにいかいたハ言」など）、そして貧しくも周囲の人々との親密な生活をいとお
しむような庶民的な生活感覚（「小猟かなくて魚もくはれす」「袖塚を一しほぬらす花の雨」など）
の存在が一見して注目される。これらの句からは清廉で謙虚な、自らを相対化する柔らか
い批判精神をもった作者像が浮かび上がる。
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次に、大屋士由の句について。袍絮
（明和から文政期会津高田の俳諧師）・双竹
（明和から文政期会津若松一ノ丁の花屋市松）
と 3 人で交した連句は士由の庶民的で向
上心に富んだたくましさを感じさせる句
が多い（「買いそきして高い松茸」「鴬も子
飼は藝に身か入りて」「とうも本氣と見えぬ
小息子」など）。また、藩士との関わりも
少なくないようで、冷静に精神的な距離
を持って交際していた様子がうかがわれ
る句もある（「近々の御成の菌植はしめ」
「藩制　紐て身分ンのしれる弁利さ」など）。
また成羅と号した重好は、「継声館」と
郷頭の職務を担い続けた真面目な気質と
教養が句からも伺われるが（例えば「今明
クと直キに凍付小門かな」など）、俳諧にと
くに身を入れたということではないのか
も知れない。月歩との関係の深さに比し
て、おさめられた句の数は多くはない。
士由は重好がありながら月歩が自分一人
に印下を与えたことを賞賛して次のよう
に述べる。
「又翁箕裘の英嗣あり、又愛弟あり、然るを其愛を割て、予一人に印可す人情の元より
難き所、是を以て、聊も私せす、是、此翁為人の一端にして、又予か此擧ある所以也」
「箕裘����の英嗣」つまり父の遺業をつぐ息子や近隣の愛弟子を持ちながら、印可を士由のみ
に与えたのは私情を挟まぬ月歩の人柄を表すもので、士由が月歩の顕彰を志した理由だと
いう。しかし、草羅（月歩の最初の俳号）と世羅という俳号からもうかがわれるように、こ
の親子は旅および学芸に生きる親と、現世で家業を成す息子と、はじめからその役割を分
けていた。そのことはまた後で触れる。
俳諧の世界で月歩を取り巻く人間関係をもう少し見ておきたい。士由は後書きの中で
編集の経緯を次のように説明する。
「翁天性卓犖不覊、闌翁の門に遊ひしより、交る所の名流多きか中にも、殊に親しかり
し随齋・九渕・斗入・長 の徒の巻々より、袖塚供養の俳諧に至て皆朝の是は夕の不
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『袖塚集』序文
月歩、世羅父子、士由の連句
是なりとしてやり捨給ひしかは、清らにも一物の止まるなし　よて、偶予か旅囊の底
に残れる物を基としてやゝ當時海内の名くはしき人々のくさへを廣く求め、かつへ
継志の集とはなしぬ」
当初、俳諧の世界で月歩と親しかった随齋・九渕・斗入・長 らの俳諧から追悼集を編
もうとしたが、何を入れるかをめぐって意見がまとまらず、最終的には士由が旅の途中で
入手し持参していた句を集めて編集したのだという。この随齋・九渕・斗入・長 とは、
どのような人々だったのだろうか。
堀田義明によると８）、随斎は江戸、斗入は名古屋の俳諧師である。
随齋：江戸浅草蔵前の人、夏目成美、通称井筒屋八郎右衛門。浅草蔵前の札差。江戸俳
壇の中心的人物。小林一茶の庇護者。「隋斎諧話」、「成美家集」、「四山藁」。
九渕：白石出身、本宮で活動。塩田茂兵衛、名為春、通称茂平、元文 6 岩代国安積郡郡
山村の佐々木文右衛門の三男、幼名徳次郎。宝暦５郡山村上町の伝内方に婿養子
に入るが、1 年で不縁となり宝暦 7 年本宮の塩田長十郎方へ縁付く。蚕種商。加
舎白雄門下。冥々九渕斎、九渕斎冥々と号す。「粟蒔集」。月歩と文通あり。〜文
政7．閏8.22歿。（俳人塩田冥々──人と作品、福島県史）
斗入：小松出身、名古屋と江戸で活動。〜文化2.8歿。生涯雲水に託して、諸国遊歴。名
古屋で士朗一派と深く交わり、江戸に出ては巣兆とも親しんだ。（加能）
長 ：不明。
士由：狼河原出身、二本松で活動。農業沼倉新三郎の次男、長じて同村の大屋氏の法弟
となる。通称卓蔵。二本松に来たのは文政末頃か。本宮地方の文人に大きな影響
を与えた。句集「浦つたひ」、「美佐古鮓」。〜嘉永3.12.5。（福俳、俳辞）。
士由は主に二本松で活動し南東北地方の中心となった俳諧師であるが、九渕、双竹など、
高田のみならず若松や本宮にも親しい俳諧師がいたことは、月歩が福島一帯の俳諧ネット
ワークに大きな役割を果たしていたことの証であろう。さらに、京都の俳壇のみならず江
戸の井筒屋八郎右衛門随齋とも親しかったというのだから、彼らが精神的にも全国的なネ
ットワークのなかで生きていたことがうかがわれる。
近世の俳諧師はなぜこのような全国ネットワークにこだわったのだろうか。というより、
地域でも全国においても、なぜネットワーク形成に熱心だったのだろうか。
『袖塚集』を通してうかがわれるのは、俳諧が一つの母国語による表現活動であって、表
現は他者の評価抜きには発展しないから、民衆的な俳諧師たちはより広域へ、より広域へ
とネットワークを広げることで評価と表現の質の向上を目指したのではないか、というこ
とだ。俳諧をムーブメントとして捉える先行研究の検討を進めたい。
なお、追悼として寄せられた句の方は、百句近くに及ぶ。近隣の人々の追悼句（長野、
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野沢辺からのお見舞客もあったらしい）。蒼虬（金沢藩出身、成田久左衛門利定、何らかの事
件に連座して武を捨て高桑闌更の門人となった）、阿鳥（あやとり？　播州加（神）西郡森垣村、
石川長英、伊兵衛）以外の霊前に具えた句は略したと断り書きがある。
5 ──『袖塚集』に描かれた月歩の末期とその人生
次に、『袖塚集』に描かれた月歩の末期と遺稿から、彼自身が自己の人生をどのように意
識していたかについて、手がかりを探っておきたい。
「真珠院賢岳義範居士遺稿」には、最晩年の句が載せられている。亡くなったのは夏だが、
句は春の句である。
「何か得て足れりとせんや、何か失ひて乏しとせんや　
人並に老は来にけり今朝の春
梅か香や抔と小しやくな内義哉
鴬の啼や四五軒下モの裏
（以下略）」
最初の書き出しには、「何か得て足れりとせんや、何か失ひて乏しとせんや」という月歩
の超然とした人生観が書き込まれている。中世的な、あるいは仏教的な、俗世に拘泥しな
い欲を去る価値観というものであろうか。衰えた心身の状態の中でも、妻への親密感や季
節の移ろいへの感受性などを表現している。
さらに、月歩自身が浪々の人生をどう考えていたのか、世羅重好の追悼文の中に、それ
をうかがう記述がある。少し長いが、そのまま引用しておきたい。
先考病危篤に及へる時、茶三・斗南の両子をとミに招きて、予と三人病床に侍せめ、
傍人を避て後、教諭遺戒丁寧反復し、最後に曰、予、生涯を思ふに、少壮にてハ家厳、
公私に就て廉直方正の美名の餘澤に浴しひたり、その藝園に優遊し老後は汝か敢て家
聲を落さす、はた予をして易きに居らしむるの志浅からねは、比し奉るハかしこけれ
と密に　いはゝ、文王の厚福といへとも、豈二ッあらんやと、苦しけなる息の下より
申されしそ、不肖か身に余りて忝きを、誰もへ頭を挙る事あたはす、……（後略）
去るものゝ疎きにハ似す夏の夢（世羅）
（中略）
一棒に眼明きし芥子も昔かな　　　　坂下　　茶三
継聲館の号は、先師弱冠にして郷学の師に挙られし時賜ハれる所なり
有し事取あつめてハ夏寒し　　　　　　　　　斗南
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茶三（五十嵐清兵衛）と斗南（秋田金平）はいずれも坂下の門人である。『継声館日記』に
名前は見えないが、この文と句からともに「継声館」の門人でもあったことがうかがわれ
るので、文化８年に日記が整理される前の門人だったのであろう。月歩は最期にこの二人
の門人と嗣子重好世羅を枕元に呼び、自分の生涯について息子に感謝を告げる。曰く若い
時代は家が厳格で公私にわたり「廉直方正の美名」を享受した、また「藝園に優遊し老後
は汝か敢て家聲を落さす」まるで「文王の厚福」のような生涯を過ごすことができたとい
うのである。
印象的なのは、その感謝のことばが告げられたとき「誰もへ頭を挙る事あたはす」とい
う程深い感慨を受けていることだ。まだ二十歳前の息子にあとを譲って流浪の旅に出、如
何に俳諧の世界で広い交際を得たといっても、晩年になって家にやっと戻った老人を、妻
も息子も門人も非常に尊敬している。文章通り受け取れば、「藝園に優遊」し名を残した月
歩を親しい人々がよほど尊敬していたということになる。
しかし、これを事情のある流浪だったと見ると情景は一変する。家と家職を捨て、過酷
な浪々に永年にわたって耐え、その逆境を跳ね返して「文王の厚福」と言い切った老人の
生き様に彼らが深い感銘を受けたということになるのだ。「汝か敢て家聲を落さす」という
重好に向けられた月歩のひとこと、「継聲館の号は、先師弱冠にして郷学の師に挙られし時
賜ハれる所なり　有し事取あつめてハ夏寒し」と詠んだ斗南の句が、新しい意味をもって
くる。
重好（世羅）の「継声館」教育におけるずば抜けた集中力と克明な記録、家に伝わる古文
書の整理に懸けた情熱が当初は「敢て家聲を落さ」ないための努力だった可能性を検証し
てみる価値はある。また、大屋士由がこれもあえて安積艮斎に碑文を依頼して墓を建てた
顕彰への情熱も、月歩の足跡への哀惜の情による可能性もあろう。斗南は、「継声館」とい
う名称は藩主から賜ったものなのに……、過去のことをいろいろ振り返ると「夏なのに寒
い」と詠んでいる。事情は何も記されないが、やはり不本意な事実が月歩の時代の「継声
館」にあったということである。
謎の多い月歩の足跡について、今後も探求を続けてきたい。
6 ── 纏めとのこされた課題
月歩の一周忌に編集された『袖塚集』を検討したら、謎の多い東昌月歩について幾許か
明らかになるのではないかと期待して検討を始めたが、いくつかの事実が明らかになった
いっぽうさらに多くの謎が生まれてしまった。
まず、明らかになった事柄について。郷学「継声館」と月歩の俳諧の弟子は重なりを持
っていることが分かる一方、月歩の高田町や坂下など近隣の弟子は『継声館日記』の始ま
り以前の弟子であることもわかった。さらに月歩は京都、江戸、二本松や本宮、仙台、そ
して信州方面にも多くの知人を有していた。句集におさめられた書簡からは、当時の俳諧
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運動が同行の士を増やそうという極めて意識的なムーブメントであって、階層を超えた広
がり方をしていることが分かる。儒学の師範である田中東昌が、他方では田中月歩という
力量ある俳諧師で、母国語による表現と情感の交流に熱心であったことは、町方知識人の
文化を考える上で印象深い事実である。近代の生活綴り方教育もネットワークづくりによ
る表現の交流に熱心だが、近世社会に既に自前で表現と交流を図るムーブメントが成立し
ていたとすれば、地域社会の文化の基盤の厚さを再認識できる一つの事例と考えることも
できよう。
近世社会では漢籍の教養と母国語の表現が分離してしまっているにもかかわらず、彼ら
町方の知識人は両刀使いのようにいずれの文化にも適応している。それは領主による「公」
教育と民間の自前の表現文化の二重構造を形成しているが、「継声館」の生徒たちも多くは
俳諧を身につけており、二重構造への躊躇は概して見られない。
いっぽう、なぜ文化 8（1811）年以前の「継声館」や月歩に関する記録が残っていないの
か、「継声館」や月歩に何があったのかは尚明らかにならなかった上、疑問が増大した。奥
会津地方の郷頭や肝煎など地下名望家層には旧蒲生家遺臣が多く、反骨精神と教養、地域
民衆への責任感と土地への愛着が見られる。田中家も旧蒲生家遺臣だが、近世後期農村荒
廃の進行した時代にいかなる学問と統治を選びとったのか、月歩の父親の日記や月歩の初
期の著作を探ることでさらに検討を続けたい。
重好の時代まで下ると明治維新はすぐ間近になる。重好の弟子で郷学「継声館」出身者
から自由民権運動に参加した事例が確認できる。この地域全体が自由党の影響力の強い土
地だといわれるが９）、全体としてどのように近代移行期を経験して行くのか、なお息の長
い研究としたい。
謝辞　本研究は、田中文庫の天野セイ子様、翻刻と調査に協力して頂いた松居和男、堀田
義明様はじめ横浜市古文書を読む会のみなさまのご協力の上に成立しています。みなさま
のご協力に深く感謝致します。また、本稿執筆中に俳文学会東京例会で報告しご検討頂く
機会を得ました。機会をお作り頂きました深沢真二先生、貴重なご教示をいただきました
安保博史先生はじめ、俳文学会のみなさまに礼を申上げます。
《注》
１）以下、『袖塚集』および『継声館日記』からの引用はすべて田中文庫所蔵本からである。なお、『袖塚
集』に関しては、同じタイトルの木版本が学習院と天理大学の図書館に所蔵されているというが、
筆者自身はまだ確認していない。また、写本が須賀川の矢部文庫に所蔵されている。この写本は、
添付されている写真からみて、木版本からの写本と考えられる。
２）田中文庫所蔵（手稿）「田中氏重久より四代目　田中太郎左衛門種富勤書」のなかに、「寛政二戌年よ
り　高田村エ幼学校被仰付倅友蔵方エ師道被仰付候事」という記載がある。田中重好が後年整理し
た「勤書」である可能性が高い。また、同じく田中文庫収蔵の「當家系譜」の「三二　慶名」の項
には、漢文で土木工事や設計図などで東昌慶名の業績が記録されている。
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３）太田素子「『継声館日記』にみる近世在郷町における識字状況」『和光大学現代人間学部紀要』第2号、
2009年3月。同「郷学継声館の足跡と『継声館日記』の人々」『和光大学現代人間学部紀要』第3号、
2010年3月。
４）闌更、遅月に関しては、堀田義明「袖塚集入集俳人名」太田編『復刻　袖塚集』所収、2011年3月を
参照されたい。
５）川島事件に関しては、会津高田町誌編纂委員会編『会津高田町誌』1966年、1001-1009頁。
６）会津高田町史編纂委員会『会津高田町史』第1巻、2001年、318-324頁。
７）「寛政十年御蔵入蝋漆改役人川島・石井・黒川家系譜」「文化十二年尾木郷山蝋釜元東尾岐藤吉へ仰付
けられ度願」『会津高田町史』第三巻近世資料編Ⅲ、1995年、540-544頁。
８）前出　堀田義明「袖塚集入集俳人名」。
９）前出『会津高田町誌』1966年、947-955頁。
─────────────────────［おおた  もとこ・和光大学現代人間学部心理教育学科教授］
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